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１ 学校の重点目標

○ 学力向上：基礎学力の確実な定着及び「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善，

ＩＣＴの効果的活用，家庭学習の充実

○ 心の教育の推進：「あ：あいさつ，じ：時間，み：みなり・身の回り」の徹底によるマナー向

上(一学校一改革)，一人一人を大切にした人権教育，道徳教育の推進

○ 保健体育・安全指導の徹底：安全意識の高揚と危険予知能力の育成，給食指導の充実，学校環

境整備の推進

○ 信頼される学校づくりの推進：服務規律の厳正確保及び業務改善アクションプランの徹底，広

報活動の充実，家庭，地域，関係機関・団体との連携

２ 課題と改善策

評価項目 職員 評価結果と改善方策

１ 基礎・基本定着のための授業 Ｂ ・ かごしま学力向上支援Webシステムの評価問

学 ２ 主体的・対話的な活動の充実 Ｂ 題等の計画的活用を推進する。

力 ３ ICT活用等の授業の工夫 Ｃ ・ ICT機器の全教科での計画的活効果的な活用

向 ４ 学力調査・演習問題等の活用 Ｂ の研究，推進をする。

上 ５ キャリア教育の推進 Ｂ ・ 体験活動等による夢を育むキャリア教育を推

６ 学力向上研修の推進 Ｂ 進する。

７ 家庭学習の習慣化を図る手だて Ｂ ・ 授業と連動した家庭学習指導に取り組む。

１ 道徳の授業の工夫と充実 Ａ ・ 道徳のローテーション授業を継続し, 授業内
２ 人権教育の充実 Ｂ 容の充実を図る。

心 ３ 特別支援教育の推進 Ｂ ・ 研修や実践による全職員での理解の深化を図

の ４ 生命尊重・性に関する教育の推進 Ａ る。

教 ５ 一人一人の生徒理解と適切な指導 Ｂ ・ 各学年間の連携を図り，全職員で共通理解と

育 ６ 不登校生徒の対応 Ａ 共通実践に取り組む。

７ あいさつ・時間管理.・身なりの指 Ｂ ・ スクールカウンセラーやスクールソーシャル

導 ワーカー等の関係機関との連携を図り対応す

る。

健 １ 安全指導・事故防止の継続的な指 Ａ ・ 学校内外における，安全指導を継続するとと

康 導 もに，危険個所についても再確認し共通理解を

・ ２ 安全点検の実施と補修 Ａ 図り，注意喚起を行う。

安 ３ 健康生活の意識付けのための取組 Ｂ ・ 清掃指導を徹底するとともに，校内設営の充

全 ４ 給食指導の充実 Ａ 実を図る。

・ ５ 清掃作業指導の徹底 Ｂ ・ 環境ISOの意識を高め，チェックを確実に行な

環 ６ 校内設営と整理整頓 Ｂ う。

境 ７ エコ意識の向上 Ｂ

信 １ 不祥事のない学校づくり Ａ ・ 学校便り・学校HP等による計画的な情報発信

頼 ２ 学校教育活動の情報発信 Ｂ を行なう。

さ ３ 家庭・地域・関係機関等との連携 Ｂ ・ ＰＴＡ活動，学校評議員会等の充実を図る。

れ ４ 意識改革と効率的・効果的な業務 Ｂ ・ 「学校における業務改善アクションプラン」

る 推進 を一層推進する。

学

校

３ 次学期に向けての取組

⑴ 学力向上について，授業改善(４観点)や演習問題の実施，個別指導の充実を図る。また，タブ

レットＰＣの全教科での効果的な活用に取り組む。

⑵ 道徳や学級活動の授業において，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする

活動に取り組む。

⑶ 家庭，地域，関係機関・団体と緊密な連携を図る。




